
平成23年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

目
的

事
業
概
要

　○　公有林管理整備事業

　　　　市有林整備委託事業・・・昨年度施業実施した市有林（172．62ha）に対し5年間の火災保険に加入した。
　
　　　　公有林看守委託事業・・・公有林の巡視を行い、管理の適正化と健全化を促進した。（看守人40名・管理面積991.21ha）

　　　　公有林整備委託事業・・・公有林の下刈りを計画的に行い、森林の健全化を図った。（植栽後6年までの市有林）
　
　　　　森林地図情報システム導入事業・・・森林の計画的な整備・保全を推進するため、森林地図情報を導入した。

　　　　分収林購入事業・・・大分県との分収林で県持分（６割）を買い取った。
                                 買取物件　　スギ6,607本  ヒノキ9,385本  マツ59本  クヌギ208本
　　　　　　　　　　　　　　　　 買取価格　　12,619,373円
　　　　　　　　　　　　　　　 　面積　　　　　20､21ha
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２１～Ｈ２３（決算額）、Ｈ２４（予算現額） ６．H25年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）
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　豊後大野市森林整備計画により適正管理を行う。施業等に関するこ
とは大野郡森林組合と森林施業長期委託を結ぶ

　公有林の面積が膨大である。また、多くの看守人が高齢化したため
後継者の育成が急がれる
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